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令和４年度出資団体の監査結果について  

 

 令和４年度の出資団体の監査を地方自治法第１９９条第７項の規定に

より実施したので、その結果を同条第９項の規定により報告します。 
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１ 監査の対象及び監査の期日  

令和４年度の出資団体（第三セクター）監査は、市の出資団体４法人

のうちから、監査委員が選定した次の団体の経営状況について実施した。  

  

実施日 出資団体（第三セクター）名 担 当 課 

12 月 7 日 (水) （一財）椛の湖ふれあい村  
観光課 

坂下総合事務所 

 

２ 監査の方法  

令和３年度における出資団体の現金出納等に関する事務、事業の執行

及び事業結果について監査を行った。  

監査にあたっては、各団体から提出された定款等の写し、事業計画書、

事業報告書、決算報告書（貸借対照表･正味財産増減計算書）を参考に、

会計帳簿、その他関係書類について精査し、併せて団体責任者等及び担

当課職員の説明を聴取すると共に、現地調査を行った。  

 

３ 監査の結果  

監査結果については、次のとおりである。  
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Ⅰ 一般財団法人 椛の湖ふれあい村 

 

１ 監査の対象  

    一般財団法人 椛の湖ふれあい村 

 

２ 監査の期日 令和４年１２月７日 (水 ) 

 

３ 事業の概要  

一般財団法人椛の湖ふれあい村は、中津川市が設置した中津川市の観

光施設の管理運営、その他観光事業等の実施を通じて、市の観光事業の

振興と地域経済の発展及び活力ある地域づくりに寄与することを目的と

し、次の事業を行っている。  

（１）  中津川市から委託を受けた観光施設の管理及び運営に関する事業  

（２）  地域の観光振興を図るための事業 

（３）  観光に関する情報収集及び提供に関する事業  

（４）  飲食物の提供に関する事業 

（５）  農産物等の生産及び販売に関する事業  

（６）  その他この法人の目的を達成するために必要な事業  

 

４ 経理の状況  

令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日             （単位：円） 

収 益        50,715,874 

  事業収益     38,563,493 

  受取補助金等    11,559,960 

  雑収益        592,421 

費用・損失     50,429,465 

  事業費           49,531,647 

  管理費               518,121 

  経常外費用      130,697 

  当期法人税等     249,000 

 

当期一般 

正味財産増減額     286,409 

 

資産合計     51,952,488…① 

  流動資産    47,334,848 

  固定資産     4,617,640 

負債合計       30,059,367…② 

  流動負債      26,698,947 

  固定負債     3,360,420 

正味財産合計    21,893,121…③ 

 

※①＝②+③ 
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５ 監査の結果  

一般財団法人椛の湖ふれあい村の経理は適正に行われ、証拠書類等

も適正に管理されているものと認められた。  

令和３年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止対策の影響で、休

館期間や、７月から８月の長雨や豪雨による災害（国道１９号の崩落）

に伴う施設の閉鎖があったが、令和２年度に比べ、感染症対策を講じ

ながら運営を行ったため、入込客数は増加した。  

コロナ禍の中、社会全体が「新しい生活様式」を取り入れながら日

常生活や余暇の過ごし方を変えてきつつある。先は読めない情勢では

あるが、レジャー産業の中でもアウトドアは需要が増える傾向にあり、

椛の湖自然公園には、隣接のそば畑をはじめ、文字通り豊かな自然と

素晴らしい景観という大きな資源がある。今後も、これらの資源を磨

き上げ、さらなる付加価値の向上を図って欲しい。「キャンプ場」とい

う「点」の施設だけにとどまらず、夕森渓谷、馬籠、苗木城、付知峡、

乙女渓谷、明治座等の他の観光施設を視野に入れた「面」として利用

してもらえる「ベースキャンプ」となるような事業の展開等、収益増

加の方策を検討されたい。 


